
70歳以上のドライバーは、免許の更新時に高齢者講習を
受講することが義務付けられています。
教習所などで行われる高齢者講習では、講義や実際に車
を運転してもらい、安全運転の指導が行われています。
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安全に車を乗り続けるために

加齢による運転能力の
変化に注意

第２章

　下の検査をやってみましょう。この検査は75
歳以上の人が車の免許を更新する場合に事前に
受ける、認知機能検査の一例です。

例題②　時計描画
　時計の文字盤を描いてください。下の円の中
に数字を全部書き込み、３時35分になるように
時計の針を描いてください。

例題①　時間の見当識
　以下の質問に答えてください。

質　問 回　答
今年は何年ですか？ 　　　　　年
今月は何月ですか？ 　　　　　月
今日は何日ですか？ 　　　　　日
今日は何曜日ですか？ 　　　　曜日
今は何時何分ですか？ 　　時　　分

〈出典〉警視庁ホームページ「認知機能
検査について」を参考に作成。
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東洋自動車教習所　永井統
おさむ

教官

吉村功さん
（77歳・倉橋）

免許を返納した人 運転を確認して続ける安全運転公共交通などを使って上手に生活 高齢者講習を受講した人

宮應重俊さん
（81歳・鏑木）

高齢者が安全に運転するためのポイント
　交差点や見通しの悪い場所での左
右確認は、意識して行いましょう。
目だけを動かして確認するのではな
く、顔をしっかり確認したい方向に
向けることが大切です。見たつもり
が一番危険です。
　道路の環境に合わせて車のスピー
ドを調整することも大切です。狭い
道路などでは、スピードを抑えるこ
とで、対向車との接触や歩行者の飛
び出しによる事故、標識や信号の見
落としを防ぐことができます。

　一方、幹線道路などの広い道路で
は必要以上にスピードを落として運
転すると、後ろの車から「あおり運
転」を受ける可能性があります。危
険を感じたら道路脇に自分の車を停
めて、後ろの車に道を譲るなどの対
応をすると良いでしょう。
　高齢者講習は運転能力を確認する
場です。高齢者には交通ルールや自
身の運転の癖などを再確認してもら
い、安全に長く車に乗ってほしいで
す。

インタビュー

　70歳以上のドライバーは免許更新の６か月前から、教
習所などで高齢者講習を受けることが義務付けられていま
す。高齢者講習はドライバーの身体機能の変化や、今の自
分の状態を客観的に知るための講習です。

70歳から74歳のドライバーの免許更新
　70歳以上のドライバーが運転免許証を更新するときは、
座学や実車講習などを行う高齢者講習を、教習所などで受
講する必要があります。

75歳以上の人の免許更新
　70歳以上が受講する高齢者講習のほか、認知機能検査
を行い、その結果に応じた実車指導や個別指導を受講しま
す。
　認知機能検査の結果によっては医師の診断が必要にな
り、認知症と診断されると免許の更新ができなくなります。

　この検査は高齢ドライバーが自分の認知機能の状況を理
解し、その後の安全運転に生かしてもらうためのものです。

運転に不安を感じたら
　運転免許センターなどでは、運転適性相談窓口を開設し
ています。今までのように運転できなくなったり、家族の
運転に不安を感じるようになったりしたら相談しましょ
う。

運転経歴証明書
　運転経歴証明書は、過去の運転経歴を証明するものです。
免許を更新しなかった場合や自主返納した場合に、警察署
などに申請することで受け取ることができます。発行後の
住所変更にも対応し、身分証明書として生涯使うことがで
きます。
　公共交通機関などで運転経歴証明書を提示すると、利用
料金の割引を受けられる場合があります。

免 返許 納更 制新 度

あなたの生活どうですか

　75歳で免許を返納しました。車
を運転できないと、生活するには不
便ですが仕方がないですね。用事が
あるときは、自転車や徒歩で出掛け
ているので、足腰が丈夫になりまし
た。運転経歴証明書を持っているの
で、タクシー料金が１割減で利用で
き助かっています。高齢の人は、自
分の運転を過信しないで気を付けて
ください。

　車はほぼ毎日運転しています。ス
ピードを抑え、対向車に注意しなが
ら運転しています。また家族に一緒
に乗ってもらい安全を確認しても
らったり、夜間の運転は控えたりし
ています。高齢者講習を受けるのは
３回目です。実車講習では自分の運
転を再確認することができました。
これからも自信を持って運転できる
と感じました。

と

特集　高齢ドライバーの安全運転　あなたの笑顔が続くまちに
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